
快走！県民駅伝

2016
No.13910月号

　故郷の誇りをタスキにつなげ、33.8ｋｍを
激走。総合19位、町の部９位の好成績を収め
ました。
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長
年
に
わ
た
っ
て
様
々
な
分
野
で

活
躍
し
、
社
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
高
齢
者
を
敬
愛
す
る
「
生
き
い
き

健
康
福
祉
祭
」
が
９
月
15
日
、
町
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
「
今
の

日
本
の
繁
栄
は
み
な
さ
ん
の
活
躍
の

お
か
げ
で
す
。
町
勢
発
展
の
た
め
に

も
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
豊

富
な
知
識
や
経
験
を
後
世
に
語
り
継

い
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
や
金
婚
、
米
寿
を
迎
え

た
表
彰
対
象
者
２
０
８
名
の
う
ち
、

出
席
し
た
75
名
に
顕
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
、
鯵
ヶ
沢
警
察
署

員
に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
寸

劇
が
披
露
さ
れ
、
コ
ミ
カ
ル
な
演
技

に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
小

山
内
忠
勝
社
中
が
津
軽
民
謡
や
踊
り

を
披
露
。
会
場
内
で
は
、
気
心
の
知

れ
た
友
人
と
談
笑
す
る
な
ど
、
互

い
の
長
寿
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

参
加
者
は
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

表
　
彰

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
結
婚
60
年
）

◆
坂
本
忠
一
・
フ
サ
ヱ
（
舮
作
）
◆

熊
谷
勝
男
・
ケ
オ
（
横
磯
）
◆
熊
谷

四
郎
一
・
か
つ
子
（
横
磯
）
◆
熊
谷

辰
雄
・
も
も
（
横
磯
）
◆
七
戸
護
・

久（
横
磯
）
◆
上
田
昭
一
・
喜
保
子

（
５
区
）
◆
工
藤
行
雄
・
し
ま
（
塩

見
崎
）
◆
吉
田
清
喜
・
久
枝
（
驫

木
）
◆
吉
田
正
身
・
ち
さ
（
驫
木
）

◆
坂
﨑
満
義
・
ヤ
ヱ
子
（
風
合
瀬
）

◆
三
浦
清
一
・
き
み
（
風
合
瀬
）
◆

兼
平
實
・
つ
ぎ
子
（
田
野
沢
）
◆
鎌

田
孝
一
・
よ
し
ゑ
（
北
金
１
区
）
◆

山
﨑
清
三
・
テ
ル
（
北
金
１
区
）
◆

古
川
平
八
・
ヤ
ヱ
（
北
金
３
区
）
◆

岩
谷
幸
太
郎
・
フ
ジ
ヱ
（
柳
田
）
◆

神
馬
勝
雄
・
チ
エ
（
沢
辺
）
◆
七

戸
三
郎
・
あ
さ
（
岩
崎
下
）
◆
七

戸
繁
夫
・
光
江
（
森
山
）

金
婚（
結
婚
50
年
）

◆
西
﨑
博
一
・
涼
子
（
横
磯
）
◆
石

田
幸
男
・
世
津
子
（
３
区
）
◆
藤
森

昭
夫
・
つ
よ
の
（
３
区
）
◆
工
藤
正

昭
・
ヨ
チ
ヱ
（
４
区
）
◆
本
田
一
榮

・
靜
子
（
４
区
）
◆
佐
藤
文
博
・
き

み
（
６
区
）
◆
本
田
昭
雄
・
典
子

（
６
区
）
◆
上
田
秀
雄
・
よ
つ
ゑ

（
12
区
）
◆
西
﨑
陸
奥
夫
・
京
子

（
12
区
）
◆
川
村
幸
蔵
・
ヨ
セ
（
広

戸
）
◆
川
村
鐵
男
・
し
け
（
広
戸
）

◆
髙
田
定
・
克
子
（
広
戸
）
◆
斉
藤

良
二
・
ク
ミ
（
相
野
山
）
◆
玉
田
榮

悦
・
幸
子
（
相
野
山
）
◆
石
沢
健
良

・
英
子
（
塩
見
崎
）
◆
石
沢
三
津
雄

・
滝
子
（
塩
見
崎
）
◆
福
沢
清
喜
・

エ
ミ
子
（
塩
見
崎
）
◆
一
戸
直
江

・
栄
子
（
驫
木
）
◆
野
呂
實
・
サ

ツ
ヱ
（
驫
木
）
◆
山
内
節
雄
・
ア

キ
ヱ
（
驫
木
）
◆
吉
田
松
雄
・
せ

ち
こ
（
驫
木
）
◆
吉
田
光
行
・
洋

子
（
驫
木
）
◆
柴
﨑
勝
義
・
い
み

（
風
合
瀬
）
◆
原
田
鐵
男
・
和
（
風

合
瀬
）
◆
山
本
正
・
シ
ゲ
子
（
風

合
瀬
）
◆
田
附
郷
彦
・
國
枝
（
北

金
１
区
）
◆
長
谷
川
武
松
・
た
に

子
（
北
金
１
区
）
◆
小
野
文
也
・

紀
子
（
北
金
２
区
）
◆
清
水
谷
明

議
・
幸
子
（
北
金
２
区
）
◆
髙
橋

清
・
ル
リ
子
（
北
金
２
区
）
◆
鎌

田
長
喜
・
ケ
エ
子
（
北
金
３
区
）

◆
米
谷
正
實
・
彌
生
（
柳
田
）
◆

中
井
勝
義
・
テ
ル
子
（
沢
辺
）
◆

山
田
弘
・
ト
サ
（
沢
辺
）
◆　

森

藤
雄
・
和
子
（
岩
崎
下
）
◆
勢
州

谷
紀
夫
・
富
佐
子
（
岩
崎
中
）
◆

和
田
貞
吉
・
輝
子
（
岩
崎
上
）
◆

秋
穗
隆
雄
・
敏
（
正
久
）
◆
西
巻

仁
一
・
ま
さ
子
（
正
久
）

米
寿（
88
歳
）

◆
西
﨑
セ
ツ
（
舮
作
）
◆
加
藤
せ
つ

（
横
磯
）
◆
宮
本
う
め
（
横
磯
）
◆

熊
谷
辰
雄
（
横
磯
）
◆
佐
藤
八
重
子

（
横
磯
）
◆
西
巻
フ
ミ
（
３
区
）
◆

坂
本
勇
藏
（
３
区
）
◆
工
藤
信
江

（
５
区
）
◆
島
川
祥
（
６
区
）
◆
畑

山
賢
三
（
６
区
）
◆
畑
山
富
（
６

区
）
◆
坂
入
つ
ま
（
６
区
）
◆
平

沢
昭
三
（
６
区
）
◆
斉
藤
康
治
（
６

区
）
◆
相
馬
文
之
助
（
７
区
）
◆
伊

藤
兵
吉
（
崎
の
町
）
◆
中
川
仁
三
郎

（
崎
の
町
）
◆
佐
藤
正
雄
（
川
原

町
）
◆
石
田
キ
ヨ
エ
（
12
区
）
◆

松
沢
あ
や
（
12
区
）
◆
川
村
よ
ね

（
12
区
）
◆
山
本
ミ
ツ
（
12
区
）
◆

飯
山
勇
太
郎
（
広
戸
）
◆
工
藤
フ

ミ
エ
（
広
戸
）
◆
山
本
ち
り
（
広

戸
）
◆
工
藤
と
み
（
広
戸
）
◆
大

沢
と
ま
（
塩
見
崎
）
◆
三
浦
タ
イ

（
塩
見
崎
）
◆
松
沢
篤
志
（
松
原
）

◆
吉
田
義
一
（
驫
木
）
◆
福
沢
キ

ワ
（
驫
木
）
◆
佐
藤
キ
サ
ヱ
（
驫

木
）
◆
野
呂
ヒ
サ
ヱ
（
驫
木
）
◆

中
村
直
榮
（
驫
木
）
◆
田
中
や
な

（
風
合
瀬
）
◆
長
谷
川
テ
ツ
（
風

合
瀬
）
◆
三
浦
ヨ
シ
（
風
合
瀬
）

◆
山
本
み
ち
よ
（
風
合
瀬
）
◆
山

本
イ
ソ
（
風
合
瀬
）
◆
木
村
フ
ミ

ヱ
（
風
合
瀬
）
◆
大
船
ハ
ツ
ヱ
（
晴

山
）
◆
佐
藤
ヨ
ネ
（
晴
山
）
◆
斉

藤
ハ
マ
（
晴
山
）
◆
兼
平
キ
ク
ネ

（
田
野
沢
）
◆
鎌
田
キ
ヱ
（
田
野

沢
）
◆
小
野
キ
ヌ
（
田
野
沢
）
◆

兼
平
の
ぶ
（
田
野
沢
）
◆
小
野
ヌ

キ
（
田
野
沢
）
◆
山
﨑
と
み
（
北

金
１
区
）
◆
大
川
ス
ミ
（
北
金
１

区
）
◆
八
木
橋
太
之
助
（
北
金
２

区
）
◆
脇
川
典
夫
（
北
金
２
区
）

◆
堀
内
つ
ぎ
（
北
金
２
区
）
◆
古
川

平
八
（
北
金
３
区
）
◆
川
村
ソ
ヨ

（
北
金
３
区
）
◆
鴨
か
し
（
関
）
◆

平
澤
幸
（
関
）
◆
齊
藤
邦
雄
（
関
）

◆
草
訳
勇
藏
（
柳
田
）
◆
草
譯
レ
イ

（
柳
田
）
◆
藤
田
よ
い
子
（
岩
坂
）

◆
岩
谷
勝
雄
（
岩
坂
）
◆
岩
谷
良
作

（
岩
坂
）
◆
小
山
内
健
一
（
岩
坂
）

◆
岩
谷
秀
昭
（
岩
坂
）
◆
岩
森
し
げ

（
沢
辺
）
◆
岩
森
京
（
沢
辺
）
◆
伊

藤
武
志
（
沢
辺
）
◆
小
角
覺
（
岩
崎

下
）
◆
川
口
よ
し
（
岩
崎
中
）
◆
竹

内
欣
二
（
岩
崎
上
）
◆
兼
平
薫
（
岩

崎
上
）
◆
菊
池
一
郎
（
岩
崎
上
）
◆

萱
森
せ
つ
（
岩
崎
上
）
◆
七
戸
い
せ

（
岩
崎
上
）
◆
佐
々
木
せ
き
（
岩
崎

上
）
◆
渋
谷
敏
雄
（
岩
崎
上
）
◆
西

田
フ
ヨ
（
岩
崎
上
）
◆
丸
山
ひ　

（
岩
崎
上
）
◆
秋
元
と
し
（
岩
崎

上
）
◆
秋
穗　

（
正
久
）
◆
原
田

み
き
（
正
久
）
◆
西
巻
て
さ
（
正

久
）
◆
岩
間
さ
つ
ゑ
（
正
久
）
◆

松
浦
栄
（
森
山
）
◆
山
正
清
隆
（
森

山
）
◆
松
井　
　
（
松
神
）
◆
熊
谷

武
夫
（
黒
崎
）
◆
笹
森
ミ
ワ
（
黒

崎
）
◆
村
木
重
一
郎
（
大
間
越
）
◆

佐
藤
せ
つ
（
大
間
越
）
◆
阿
保
ヨ
シ

（
大
間
越
）

生
き
い
き
健
康
福
祉
祭

　
　
208
名
の
長
寿
を
祝
う
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総合タイム　１：５８：２５
総合　第１９位　町の部　第９位
監督　堀内　正人 

１区（4.6km）      山内　和也 
【総合23位・町の部11位】

２区（3.8km）      鴨　慎一郎
【総合31位・町の部17位】

３区（4.6km）      齊藤　涼太
【総合4位・町の部3位】

４区（6.1km）      八木橋　洸斗 
【総合29位・町の部15位】

５区（2.5km）      藤森　万里奈
【総合7位・町の部2位】

６区（5.2km）      岩谷　凌太   
【総合16位・町の部8位】

７区（3.2km）      黄金崎　夏未
【総合18位・町の部8位】

８区（3.8km）      島　太智 
【総合20位・町の部10位】  

浜田さんから説明を受ける学生

行合崎海岸で清掃に汗を流す

快走！

町
の
ホ
ー
プ
た
ち
が
疾
走

 

９
月
４
日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
青
森

県
民
駅
伝
競
走
大
会
（
８
区
間
：
33
・
８

㎞
）
に
お
い
て
、
県
内
40
市
町
村
の
選
手
が

競
い
合
う
中
、
深
浦
町
チ
ー
ム
は
、
総
合
順

位
19
位
、
町
の
部
第
９
位
と
い
う
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
今
年
の
チ
ー
ム
は
平
均
年
齢
18
歳
と
非
常

に
若
い
チ
ー
ム
で
す
が
、
経
験
豊
富
な
メ
ン

バ
ー
が
集
結
し
そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
意
識
を
持

っ
て
１
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

 

暑
さ
に
加
え
湿
度
が
高
い
厳
し
い
コ
ー
ス

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
選
手
た
ち
は
１
秒

で
も
早
く
タ
ス
キ
を
つ
な
ご
う
と
力
走
し
ま

し
た
。

 

若
い
選
手
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
ま

す
ま
す
期
待
が
持
て
る
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。

快走！青森県民駅伝

１区　山内　和也
陸上自衛隊朝霞駐屯地
　１区として、いい順位
でタスキを渡すことがで
きました。
　来年につながる走りだ
ったと思います。

２区　鴨　慎一郎
大戸瀬中学校３年

　暑さより湿度が高くて
大変でした。タイムは満
足できていないのでもう
ちょっと頑張りたいと思
います。

３区　齊藤　涼太
札幌学院大学３年

　10人抜きを狙ってい
ました。９人は抜くこと
が出来たので、久しぶり
に楽しく走れました。

４区　八木橋　洸斗
鯵ヶ沢高校１年

　初めての最長区間で思
ったより長かったけど楽
しかったです。また走り
たいです。

５区　藤森　万里奈
深浦中学校３年

　暑かったけど今までで
一番いい走りができたと
思います。高校に行って
も陸上を続けたいです。

６区　岩谷　凌太
能代工業高校３年

　きつかったです。陸上
は県民駅伝参加がきっか
けなので参加させてくれ
たことに感謝したいです。

７区　黄金崎　夏未
深浦町役場

　予想以上に早くタスキ
をつないでくれたので走
りやすかったです。楽し
かった！

８区　島　太智
大戸瀬中学校３年

　緊張で焦りがあったけ
ど、走り出すと新鮮な気
持ちで走れました。疲れ
ました（笑）

　
９
月
７
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
全
国
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
Ｉ
Ｖ

Ｕ
Ｓ
Ａ
）
に
所
属
し
て
い
る
学
生
約
60
人
が

滞
在
し
、
海
岸
清
掃
な
ど
に
汗
を
流
し
、
地

域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
国
内
外
で
の
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
活
動
を
学
び
の
場
と
し
て
学
生

に
提
供
す
る
団
体
で
、
全
国
約
90
大
学
、
約

３
，
０
０
０
人
の
学
生
が
所
属
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
行
合
崎
海
岸
や
大
間
越
筧
海
岸

の
海
岸
清
掃
や
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
十
二
湖
の
森
遊
歩
道
へ
の
ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
敷
設
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
滞
在
中
は
白
神
の
生
き
物
を
観
察
す

る
会
の
浜
田
哲
二
さ
ん
や
大
間
越
地
区
の
住

民
と
地
域
行
事
に
参
加
。
地
産
地
消
の
会
の

お
母
さ
ん
方
と
一
緒
に
だ
ま
こ
鍋
を
作
る
な

ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
た
水
野
球
子
さ
ん
（
東
洋
大
学
３

年
）
は
「
た
だ
海
岸
清
掃
を
す
る
の
で
は
な

く
、
海
岸
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
を
い
か
に
リ
サ

イ
ク
ル
し
活
用
で
き
る
か
を
考
え
活
動
し
ま

し
た
。
多
く
の
隊
員
（
学
生
）
が
学
び
今
後

の
人
生
に
活
か
せ
る
活
動
で
し
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

大
学
生
が
地
域
の
お
手
伝
い
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　純負担額　　　交付税算入見込額

　財政調整基金　　減債基金　　合併振興基金　　その他基金

400

300

200

100

0

-100

-200

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

-2.0

-4.0

（百万円） （％）

0

50

100

150

平成27年度
　　平成27年度の決算がまとまりましたので、その概要についてご紹介します。
　一般会計においては、実質収支が2億6,421万5千円の黒字決算となり、特別会計を含んだ場合の実質収支につい
ても、３億3,828万6千円の黒字となりました。
　健全化判断比率については、すべての指標が早期健全化基準を下回り、前年度よりもさらに改善しました。
　そのなかで、町の歳入の半分以上を占める地方交付税が、町村合併による特例期間の終了により、平成32年度ま
でにかけて段階的に削減されていきます。町民の皆さんの生活環境などに影響が出ないよう事業に必要な財源を確
保するとともに更なる財政健全化を目指すため、今後も緩めることなく継続して行財政改革を推進していきます。
　また、町では、平成27年度に「深浦町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。魅力あふれる深浦町
を創生するため、行財政改革を推進しながらも、限られた財源を有効活用しながら一体的に取り組んでまいります。

１　平成27年度　深浦町決算総括表

２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する指標について
⑴　健全化判断比率

  7,586,490 7,246,476 340,014 75,799 264,215
 国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,862,925 1,848,610 14,315 0 14,315
 国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 176,736 156,699 20,037 17,010 3,027
 後期高齢者医療特別会計 110,623 110,168 455 0 455
 介護保険特別会計 1,377,817 1,329,718 48,099 0 48,099
 訪問看護ステーション特別会計 11,954 9,405 2,549 0 2,549
 下水道事業特別会計 292,463 287,552 4,911 0 4,911
 財産区特別会計 715 0 715 0 715
 　 3,833,233 3,742,152 91,081 17,010 74,071
  

11,419,723 10,988,628 431,095 92,809 338,286

普通会計（一般会計）

合計

会　　　計　　　名 歳入
Ａ

歳出
Ｂ

形式収支
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度
繰越財源Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

特
　
別
　
会
　
計

（単位：千円）

特別会計　合計

決算報告決算報告

指　　標　　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率 
 

算　出　方　法 上段：早期健全化基準
下段：財政再生基準

深浦町の比率 
（Ｈ27決算）

黒字のため
該当なし

15.00%
20.00%
20.00%
30.00%
25.0%
35.0%

350.0%
－

黒字のため
該当なし

13.7％

75.7％

　普通会計赤字額を標準財政規模で割っ
て求めます。
　財産区を除く連結実質収支赤字額を標
準財政規模で割って求めます。
　年間の借金返済額等を標準財政規模等
で割って算出した率の３カ年平均値。 
　普通会計の起債残高、公営企業会計や
一部事務組合の起債残高等、将来普通会
計が負担すべきと見込まれる額の合計を
標準財政規模等で割って求めます。 

⑵　資金不足比率

公営企業会計名

①水道事業会計

②下水道事業特別会計

算　出　方　法 経営健全化基準深浦町の比率 
（Ｈ27決算）

資金不足
なし

資金不足
なし

20.0%

20.0%

　公営企業会計の資金不足額を、事業の
規模（主に料金収入）で割って求めます。
　公営企業会計の資金不足額を、事業の
規模（主に料金収入）で割って求めます。  

 　　
  487,200 455,899 31,301

  157,784 337,748 ▲ 179,964

収益的収入 収益的支出 差引

資本的収入 資本的支出 差引
公営企業会計 水道事業会計

３　健全化判断比率改善への取り組み

４　普通会計決算の状況

５　一般会計の基金（貯金）と町債（借金）の残高の状況

⑴　実質収支および実質収支比率 ⑵　実質公債費比率 

　平成20年度以降
は黒字決算となっ
ています。
　平成28年度（見
込）については、
地方交付税の減な
どにより、平成27
年度より黒字額が
減る見込みですが、
今後も黒字決算と
なる見通しです。

30.0

（％）

25.0

20.0

15.0

10.0

  H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
 実質収支（H28.9月現在） 4 129 176 327 268 264 263 264 114
 実質収支比率（H28.9月現在） 0.1 2.5 3.3 6.3 5.1 5.1 5.2 5.3 2.4

実質収支　　……歳入歳出差引額のこと
実質収支比率……歳入歳出差引額を標準財政規模(標準的な収入)で割った率のこと

　町債の繰上償還などによる公債費負担の軽減により、実
質公債費比率は改善しており、平成24年度決算において、
県知事の許可や公債費負担適正化計画の策定が必要な地方
債許可基準（18％）を下回り、今後も18％未満で推移する
見通しです。

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

19.6
18.1

16.3
15.3

14.3 13.7 13.5 13.1

13.113.2

　地方税や使用料、繰入金等の自主財源は、15％程度となってい
ます。地方交付税が全体の約6割を占めています。

　公債費（借金返済額）が全体の約２割を占めています。
　また、新たな借金（歳入の地方債）が約6.6億円に対し、返済金
（歳出の公債費元金）が約12.3億円ですので、一年間で借金残高
が約5.7億円減少しました。

歳　　　入 目的別歳出

地方税
675,022
8.9％

地方交付税
4,277,584
56.4％

国庫支出金
727,090
9.6％

県支出金
540,312
7.1％

地方債
664,500
8.8％

その他
701,982
9.2％

地方税
675,022
8.9％

地方交付税
4,277,584
56.4％

国庫支出金
727,090
9.6％

県支出金
540,312
7.1％

地方債
664,500
8.8％

その他
701,982
9.2％

歳入総額
7,586,490千円

歳出総額
7,246,476千円

総務費
1,330,500
18.4％

民生費
1,374,838
19.0％

衛生費
757,045
10.4％

農林水
産業費
519,050
7.2％

公債費（元金）
 1,235,728
17.0％

教育費
517,153   7.1％

消防費
435,293
6.0％
 土木費
542,132
7.5％

 商工費
207,920
2.9％

総務費
1,330,500
18.4％

民生費
1,374,838
19.0％

衛生費
757,045
10.4％

農林水
産業費
519,050
7.2％

公債費（元金）
 1,235,728
17.0％

教育費
517,153   7.1％

消防費
435,293
6.0％
 土木費
542,132
7.5％

 商工費
207,920
2.9％

 災害復旧費
126,614   1.7％

公債費（利子）
106,262   1.5％

その他
93,941   1.3％

基金の状況（平成27年度決算まで）

597

297
267

265

277

311
324

387

408
455 382

297

300

267
868

601
904

265
1,169

1,544

2,070

1,544

1,037

277

230

2,070

311

1,038

581

140

324

2,333

1,038

140

831

2,826

387

1,038

350

1,051

3,387

408

988

390

1,601

3,647

455

940

390

1,862

3,715

382

820

391

2,122

　一般会計の基金は平成27年度末で約37億２千円となりまし
た。そのうち平成20年度まで枯渇状況にあった財政調整基金は
約21億２千万円、減債基金は約３億９千万円となりました。

　公債費負担の軽減を目的とした繰上償還や地方債発行の抑制
効果により年々減少しており、今後も減少する見通しです。

町債残高の推移と見通し

　資本的収支における不足額1億
7,996万4千円については、過年
度損益勘定留保資金など(現金の
支出を伴わない減価償却費など
の留保資金など)で補てんしまし
た。

149
141

133
124

118 114 110 107 103
97 9397 93

90 87
99

92 92
88

85 83
82 81

79 75 72
69 67

50 49 41 36 33 31 28 26 24 22 21 21 20

65

84

19
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人事行政の運営等の
　　状況を公表します
人事行政の運営等の
　　状況を公表します

　深浦町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定により、平成28年４月１
日における深浦町人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。

区分

部門

 議　　　会 2 0 0 0 2 0 
 総　　　務 48 △ 2 4 △ 3 47 △ 1
 税　　　務 10 0 0 0 10 0
 民　　　生 7 0 0 0 7 0 
 衛　　　生 3 0 0 △ 1 2 △ 1
 労　　　働 1 0 0 0 1 0
 農 林 水 産 15 △ 1 0 1 15 0
 商　　　工 7 0 0 △ 1 6 △ 1
 土　　　木 8 0 0 0 8 0

 小　　　計 101 △ 3 4 △ 4 98 △ 3

 教　　　育 14 △ 1 0 0 13 △ 1

 小　　　計 14 △ 1 0 0 13 △ 1

 病　　　院 7 0 0 0 7 0
 水　　　道 6 △ 2 0 2 6 0
 下　水　道 3 0 0 0 3 0
 そ　の　他 18 △ 1 0 1 18 0

 小　　  計 34 △ 3 0 3 34 0
 
　  149 △ 7 4 △ 1 145 △ 4

職員数
H27.4.1

退職者数
H27.4.1～
H28.3.31

採用者数
H28.4.1

異動者数
H28.4.1

職員数
H28.4.1

対前年増
減数

合　　  計

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

　⑴　定　数
　　①　職員数の状況

　平成28年４月１日における部門別職員数及び退職者数並びに新採用者数等。

※　今年度の職員数に、教育長、青森県後期高齢者医療広域連合派遣１人、つがる西北五広域連合派遣１人、消防事務組合出向６
人及び衛生処理組合出向１人は含まない。

　⑴　給　与
　　①　給与の定め方

　職員の給与は、国の人事院勧告並びに青森県人事委員会の勧告を基本に、他の地方公共団体との均衡
に配慮しながら、町議会の審議を経て条例で定められています。

　　②　給与のあらまし
　平成28年４月１日における給与の状況については、次のとおりです。

ア　人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

イ　職員給与費の状況（平成27年度普通会計予算）

１　職員手当には退職手当、児童手当を含まない。　　　　２　給与費は当初予算に計上された額である。

ウ　平均給料、平均給与及び平均年齢の状況

エ　初任給の状況

オ　経験年数別平均給料の状況

カ　一般行政職の級別職員数の状況

キ　職員手当の状況
【期末・勤勉手当】
　民間企業のボ－ナスに当たる手当です。

算定基礎額には、職制上の段階や職務の級等による加算措置（５～15％）があります。

平均給料月額（円）
305,900円
－円

平均給与月額（円）
329,903円
－円

平均年齢
42.3歳
－歳

区分
一般行政職
技能労務職

一般行政職

区分

大学卒
高校卒
大学卒
短大卒

大学卒
高校卒

経験年数10年
232,200円
205,100円

経験年数15年
277,000円
239,900円

経験年数20年
321,175円
284,300円

初任給
176,700円
144,600円
206,300円
194,200円

２年後の給料
188,600円
153,000円
216,300円
207,700円

一般行政職

看護保健職

区分

区分 標準的な
職務内容 職員数（人） 構成比（％）

１級
２級
３級
４級
５級
６級

主事・技師
主査

係長・主任主査
課長補佐・主幹
課長・参事
総務課長

22
6
28
40
13
1

20.0
5.4
25.5
36.4
11.8
0.9

参考（過去の構成比）
１年前（％）
18.5
9.6
29.8
29.8
11.4
0.9

職員数
Ａ

405,467千円 55,689千円

職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ給料

給与費

152,099千円 613,255千円112人 5,475千円

一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

１　任免及び職員数に関する状況

２　給与、勤務時間その他の勤務条件の状況

期末手当
1.175月分
1.325月分
2.500月分

勤勉手当
0.725月分
0.775月分
1.500月分

深浦町職員 （参考）国家公務員

６月期
12月期
合計

27年度
支給割合 期末手当

1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.750月分
0.875月分
1.600月分

住民基本台帳人口
（27年度末） 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

7,246,476千円8,904人 264,215千円 1,015,100千円 14.0%

人件費率
Ｂ／Ａ

深浦町人事行政の運営状況の概要
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給
料

報
酬

【退職手当】

【時間外勤務手当】
　正規の勤務時間以外に勤務を命じられた場合に支給されます。

ク　特別職の給料・報酬等の状況
　町長や町議会議長など特別職の給料・報酬等は次のとおりです。

　⑵　勤務時間の状況
　平成28年4月1日における職員の通常の勤務時間は、次のとおりです。

　⑶　休暇
　職員の休暇には、年次休暇、病気休暇、特別休暇及び介護休暇がありますが、それらの取得状況につ
いては、次のとおりです。

　　①　年次休暇の取得状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H27.1.1～H27.12.31）

・対象職員には、派遣職員、期間中に育児休業又は休職をした職員は含みません。
・取得は１日または1時間単位。７時間45分を1日に換算し、１時間未満は１時間として計算しています。

　　②　病気休暇の取得状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H27.1.1～H27.12.31）

　　③　特別休暇の取得状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H27.1.1～H27.12.31）

・対象職員には、派遣職員、期間中に育児休業又は休職をした職員は含みません。
・取得は1日または1時間単位。7時間45分を1日に換算し、1時間未満は1時間として計算しています。

開始時刻
8：15

終了時刻
17：00

休憩時間
12：00～13：00

勤務時間
7時間45分

総付与日数Ａ

5,575日 1,342日 149人 9.0日 24.07％

総取得日数Ｂ 対象職員数Ｃ 平均取得日数
Ｂ／Ｃ

消化率
Ｂ／Ａ

特別職の報酬等の状況（平成28年４月１日現在）
給料月額等
686,000円
572,000円
266,000円
229,000円
218,000円

期末手当区分
町　長
副町長
議　長
副議長
議　員

支給実績（27年度決算） 5,816千円 支給職員１人当たり平均支給年額
（27年度決算） 45千円

（27年度支給割合）
2.85月分

（27年度支給割合）
2.85月分

　⑴　分限処分の状況　　　　　　　　　　　　　⑵　懲戒処分の状況

　⑴　職務専念義務の免除を認めている例の概要
　地方公務員法第35条の規定により職員は職務に専念する義務を有していますが、研修を受ける場合や
厚生に関する計画の実施に参加する場合等のときは、職務専念義務の免除を認めています。

　⑵　営利企業等の従事制限の許可基準及び許可状況
　職員が営利企業等に従事する場合には、地方公務員法第38条の規定に基づき任命権者の許可を得る必
要がありますが、その場合の許可基準は、深浦町職員の営利企業等の従事制限に関する規則で定めてい
ます。

３　分限及び懲戒の状況
　⑴　職員研修の状況（平成27年度　単位：人）

　⑵　勤務成績の評定の実施状況
　地方公務員法では、職員の任用は、受験成績、勤務成績その他の能力の実証に基づいて行わなければ
ならないこととされています。
　職員の昇任、昇格、配置などを適切に行い、職員の能力や業績などをより適切に評価するため、人事
評価制度を導入しています。

３　分限及び懲戒の状況
　⑴　定期健康診断の実施状況

　職員に対する平成27年度の定期健康診断の実施状況については、次のとおりです。

　⑵　公務災害及び通勤災害の発生状況
　平成27年度における公務災害及び通勤災害の発生件数はありません。

　さらに詳しい内容は、町ホームページでご覧いただけます。
　http://www.town.fukaura.lg.jp　　トップページ＞各課のご案内＞総務課＞公表資料（行政係）

取得者実人数

8人

取得実績（延べ）
日数
173日

時間数
4時間

種類
（Ｈ21.4.1現在）

付与日数
（概要）

取得者実人数
（人）

取得実績（延べ）
日数（日） 時間数（時間）

1日～連続10日
5日以内
4日以内

服忌休暇
子の看護休暇
夏季休暇

短期介護休暇

17
1

147

1

　65
　0
528

4

̶
20
̶

155日以内
（要介護者2人以上の場合 10日以内）

３　分限及び懲戒の状況

新採用者研修、管理者入門研修、市町村課長級研修
クレーム対応研修、長期ビジョンの策定と実践研修
メンタルヘルス研修、例規システム操作研修、庁内視察研修、庁内庶務研修

区分
基本研修
選択研修
庁内研修

主な科目

計

修了者数
27
2

120
149

胸部エックス線検査、尿検、血圧、心電図等
１日ドック
脳ドック

検診の種類
職員総合検診

人間ドック

検査項目 受診者数
44人
64人
14人

備　　　考
人間ドック受診者を除く。

４　服務の状況

５　研修及び勤務成績の評定の状況

６　福祉及び利益の保護の状況

種類

免職

降任

休職

降給

処分の内容 処分件数

̶

̶

1

̶

職員の意に反してその職を失わせる
処分
現に有している職より下位の職に任
命する処分
職を保有させたまま一定期間職務に
従事させない処分
現在の給料の額より低い額の給料に
決定する処分

種類

免職

停職

減給

戒告

処分の内容 処分件数

̶

̶

1

̶

制裁として、職員の意に反してその
職を失わせる処分
制裁として、一定期間職務に従事さ
せない処分
一定期間、給料の一定割合を減額し
て支給する処分
規律違反の責任を確認し、その将来
を戒める処分

 （支給率） 自己都合 早期・定年
 勤続20年 20.445月分 25.55625月分
 勤続25年 29.145月分 34.58250月分
 勤続35年 41.325月分 49.59月分
 最高限度額 49.590月分 49.59月分
 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 2～45％加算
 １人当たり平均支給額 358千円 19,506千円

深　浦　町
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

９／
５

９／
７

９／
10～11

９／
12

９／
16

９／
12

まちか
ど

ゴミを拾う児童谷川真理さん（中央）

　岩崎漁港付近の海岸で、いわさき小学校（佐藤康子校長）と岩
崎中学校（工藤勝昭校長）、岩崎上、中、下地区の地域住民ら約
130人が海岸清掃を行いました。
　ゴミ拾いは同校の恒例行事となっており、先日の台風の影響で
打ち上げられたペットボトルなどの漂流ゴミを地域の住民と協力
し拾い集めました。伊藤希さん（岩崎中２年）は「去年よりもゴ
ミが多かった気がする。ゴミを捨てない意識を持って、キレイな
海岸を守っていきたい」と地域の景観を保つ大切さを学んでいま
した。

　山正清隆さん（森山）が瑞宝単光章を受章し、町長室において
町長から賞状が手渡されました。
　山正さんは、昭和22年４月に岩崎村警防団に入団して以来、
45年余の長きにわたり消防団発展のために精励してきました。
また、昭和54年８月から平成５年５月まで岩崎村消防団副団長
を務め、消防施設の充実や団員の指導育成をはじめとした消防力
強化に尽力された功績が認められ、今回勲章が授けられたもので
す。

入賞者のみなさん（左から川幡さん、齋藤さん、兼平さん）

　鰺ヶ沢警察署管内の中学生を対象とした鰺ヶ沢地区少年防犯弁
論大会が、岩崎中学校体育館で行われました。
　同大会には、４中学校から９名の弁士が参加。いじめや家族に
関する日常生活での体験等を発表しました。
　審査の結果、優秀賞に川幡真柚子さん（岩崎中２年）、奨励賞
に兼平春奈さん（大戸瀬中３年）が入賞しました。
　なお、鯵ヶ沢地区少年防犯弁論大会の入賞者は次のとおり。
　最優秀賞　齋藤　紗織（鯵ヶ沢中３年）
　優秀賞　　川幡　真柚子（岩崎中２年）
　奨励賞　　兼平　春菜（大戸瀬中３年）

肉が焼けるのを心待ちにする子どもたち

　深浦産黒毛和牛である深浦牛を県内外にＰＲしようと「あおも
り深浦牛ＢＢＱ（バーベキュー）まつり」がウェスパ椿山で開催
されました。
　深浦牛200ｇと野菜が入ったＢＢＱセットを購入したお客さん
は、会場に用意されたＢＢＱコンロを使ってお好みの焼き方で深
浦牛を堪能していました。青森市から家族４人で訪れた山形琉心
くんは「柔らかくておいしい」と笑顔で話してくれました。
　また、町特産品認定商品の試食会も行われ、会場は深浦グルメ
を求める観光客であふれていました。

遊歩道にチップを敷き詰める

　深浦町観光大使の谷川真理さんが来庁し、吉田町長と懇談。久
しぶりの再会を喜び合い、話に花が咲きました。
　谷川さんは平成12年に大使に就任。「ふかうら夕陽海岸マラ
ソン大会」にゲストランナーとして参加するなど町のＰＲに尽力
され、現在も全国のマラソン大会に出場するなど第一線で活躍中
です。谷川さんは「今後も積極的に活動し、深浦町の情報発信に
尽くしたい」と抱負を語りました。

優勝した脇川ベースボールクラブ 山正清隆さん（前列中央）

　８月25日から八森山野球場で開催されていた「第25回深浦町
長杯争奪野球大会」の決勝戦が行われ、脇川ベースボールクラブ
が不老ふ死温泉との熱戦を制しました。
　序盤から得点を重ねた脇川ベースボールクラブ。終盤に不老ふ
死温泉が粘りを見せましたが７対２でゲームセット。３年連続の
優勝を飾りました。
　今年の大会は６チームが参加し、数々の熱戦を展開。町体育協
会野球部では、参加者の親睦と健康増進とともに各チームの熱い
プレーを期待し、盛り上がりのある大会を目指しています。

　木造高校深浦校舎の生徒が河川から流倒木を回収して作ったウ
ッドチップを十二湖森林セラピー基地の遊歩道に敷き詰める作業
を行いました。
　作業には、木造高校深浦校舎の生徒やガイド関係者、また、町
内３中学校の生徒やいわさき小学校の児童ら約150名が参加しま
した。
　参加した原田ひたきさん（いわさき小６年）は「遊歩道はふか
ふかして気持ちいい。たくさんの人に遊びにきてほしい」と話し
ていました。

子どもたちが海岸清掃

山正清隆さん（森山）「瑞宝単光章」受章

中学生の思い訴え

深浦牛をバーベキューで堪能

谷川真理さんが表敬訪問

遊歩道から癒しを提供

脇川ベースボールクラブ３連覇！

たけくま動物病院

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○ 休診

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
ブックオフ

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

幸楽苑
●

幸楽苑
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
ブックオフ

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾

■ペットホテル有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○
1:30
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。
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町政への提言レター
　町では地域住民の声を町政に反映させるため、町民がより自
由な形で意見・要望などの提言を行えるよう、『町政への提言
レター事業』を実施しています。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り込み、全
世帯に配布します。切手の貼付、あて先の郵便番号、住所等の
記載は必要ありません。差出有効期間内は随時受け付けします。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的なものと
し、個人あるいは特定の団体に対する誹謗中傷はご遠慮くださ
い。差出人に回答する際に必要となるため、住所・氏名の記入
をお願いします。
　提言レターが契機となり、
町勢振興のための諸施策に
反映されたご意見ご要望や、
広く町民のみなさんにお知
らせする必要があるものに
ついては、その提言内容等
を広報紙にてお知らせしま
す。

深浦町長　吉田　満

私が
お答えします！

　第７回青森県小・中学校相撲夕陽海岸深浦大会が北金ヶ沢相撲
場で行われ、県内各地から参加した16チーム、約50名が日頃の
稽古で培った力と技を十二分に発揮しました。
　なお、町関係分の結果は次のとおり。
個人戦小学校３年生の部　第３位　佐藤　蔣皇（天心舘）
　　　　　　４年生の部　優勝　　佐藤　蔣栄（天心館）
　　　　　　６年生の部　第３位　八木橋　青斗（天心館）

　町民の健康づくりを目的とした第12回健康づくり歩け歩け大
会が、十二湖を会場に行われました。天候にも恵まれ、ウォーキ
ング日和のなか老若男女約60名が参加。十二湖森の会のガイド
を受けながら、森の中で深呼吸するなど十二湖を満喫しました。
　ウォーキング後は、おいしいだまこ鍋に舌鼓。昼食後は、豪華
賞品が当たるお楽しみ抽選会で盛りあがりました。

　県内の保育園サッカーチームが参加する、「ＪＦＡキッズ（Ｕ
－６）サッカーフェスティバル2016」がつがる克雪ドームで開
催され、柳田保育園が準優勝に輝きました。
　43チームが参加して行われた大会では、予選リーグを全勝し
た柳田保育園がその勢いのまま決勝まで勝ち進みました。決勝戦
はＰＫまでもつれ込む接戦で惜しくも準優勝となりました。キャ
プテンの藤田裕瑛くんは「負けて悔しかったけど、シュートをい
っぱい決めれて楽しかった」と話してくれました。

　深浦小学校（草創文人校長）の４年生16人が社会科の時間に
「ゴミの処理と利用」について学び、授業のまとめとしてゴミに
ついての標語を作成しました。
　この日は、役場を訪れ、自分たちが作成した標語が掲示されて
いるパネルを見学。リサイクルやゴミの分別などを５・７・５に
まとめた標語を見ながら児童らは改めてゴミについて理解を深め
ました。
　標語は役場１階総合窓口前に年内掲示していますので、ぜひご
覧ください。

稽古で培った力が光る

森を歩いて癒しと健康を

ゴミについて理解を深める

ちびっこサッカー大会準優勝！

10～11

９／
24

９／
27

９／
25

９／
17

森を歩く参加者

勢いよく飛び出す力士

見学に訪れた児童

　職場体験を通して将来の進路選択に役立てようと「トモロー深
浦」が行われ、深浦中学校の生徒２名が役場で職業体験をしました。
　統計調査や物品管理、水道施設の巡回など限られた時間の中で
多くのことを学ぼうと積極的に質問し、仕事について理解を深め
ていました。統計調査の数値の打ち込み作業を体験した大沢虎之
助さん（深浦中３年）は「パソコンに数値を打ち込むのが大変だ
った。役場を体験するのは２回目なので、将来に対する考えを深
めることができた」と充実した表情を見せていました。
　この他、57名の生徒が町内23カ所の事業所で職業体験に励み
ました。

将来設計に役立てる

パソコン操作に悪戦苦闘する生徒

９／
27～29

こんなことを
やってみたら？

こんなところを
聞いてみたい！
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ふかうらのいいものふかうらのいいもの
今月号から特産品をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。

ゆうひくんが特産品の特徴を教えてくれます。

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
特産品振興会事務局（観光課商工振興係）0173－74－4412

大船海産　0173－76－2251　風合瀬字下砂子川234－2
販売価格：１ｋｇ1,300円のほか300ｇ400円、700ｇ850円も販売しています
販売場所：かそせいか焼き村

ふかうら木工房　0173－74－3829　広戸字家野上145－4
販売場所：広福丸直売所、いか焼き村、またせん、かまど屋、コロボックル、カワセミ等

これが深浦のブランド特産品

【  塩 も ず く  】～大船海産～【  塩 も ず く  】～大船海産～
　粘りの強いシコシコした食感のおいしい青森もずくを年中手軽に食べられ
る塩もずく。初めて挑戦したもずくの調理方法を紹介します！今回は味噌汁
にしていただきました。

●準備しておくこと●
塩もずくの塩抜き
①ザルにあけて、２～３回水洗い
②ボールに水を張り、５～６分つける
③塩抜きＯＫ

【  木 枕  】～ふかうら木工房～【  木 枕  】～ふかうら木工房～
　半永久的に使用できる木枕は、見た目以上にとても寝やすい。９月にウェスパ椿山で実
施したイベントでは屋外に畳を敷いて、木枕のお試しスペースを設けたんだ。青空に白い雲、
緑の葉っぱに囲まれてリフレッシュできること間違いなし。頭と枕の間にタオルを敷いたら全然
違和感なくて、痛くなかったよ。この商品は折りたたみ式の枕だから、持ち運ぶときはコンパクト
にできる。温泉に行ってゆっくり休憩するときに、重宝するんだって。

き まくら

おお

もっ こう ぼう

ふね かい さん

●実際に使ってみよう！●
①お気に入りの場所に木枕をセットする
②タオルを頭に当たる部分の木枕に敷く
③季節に合わせて毛布を羽織る
想像よりはるかに優しく、頭を包み込んで
くれる枕だよ♪

●用意するもの●
・大船海産の塩もずく
・味噌（小浜屋の米こうじ味噌を使用）
・だし（千畳敷センターのだし粉を使用）
・水

さっと「あおめて（湯通し）」酢
醤油をかけて食べるのも美味
しいよね！「あおめる」ときは
沸騰したお湯を使わないこと
が粘りを保つポイント☆

優しく、しっかり包んでくれる。

●実際に食べてみよう！～味噌汁の作りかた～●
①水を沸かし、だしを入れ温めます
②沸騰直前に味噌を溶かします
③お椀に塩抜きしたもずくを入れます
④　③にアツアツの味噌汁をかけてできあがり
お好みでネギや豆腐などを入れて☆

1kg
1,300円

●用意するもの●
・木枕
・毛布またはタオルケット
・タオル（頭の下に敷くため）

1ケ
3,240円

～ごみの量を減らそう・繰り返し使おう・資源として活かそう～
　３Ｒ（スリーアール）とは、ごみを減らすための環境行動目標を表すキーワードです。
　３つのＲは、発生抑制(Ｒeduce：リデュース　ごみの量を減らすこと)、再使用(Ｒeuse：リユース　もの
を繰り返し使うこと)、再生利用(Ｒecycle：リサイクル　再び資源として活かすこと)の英語の頭文字を取った
ものです。

　家庭ごみのうち、なんと約半分は「生ごみ」だそうです。
　この中には、封を切らずに捨てられた「手つかずの食品」や「食べ切れなかった食品」がたくさん入ってい
ます。また、「生ごみ」には約80%もの「水分」が含まれているそうです。
　この「生ごみ」、みなさんが“３切り運動（使い切り・食べ切り、水切り）”を実践することで減らすこと
ができるんです。みなさんもチャレンジしてみましょう！
　今月号では、“３切り運動（使い切り・食べ切り・水切り）”についてお知らせします。

◆使い切り
　・必要な食品を、必要な時に、必要な量だけ購入することを心がけましょう！
　・買ったものは使い切りましょう！

◆食べ切り
　・食べ物を大切にし、残さず食べましょう！
　・残ったものは上手に保存したり、アレンジして食べ切りましょう！

◆水切り
　・「生ごみ」に水分が多く含まれていると…。
　　→各家庭での“ごみが重く、ごみ出しが大変”
　　　　　　　　“ごみの量が増え、大きなごみ袋が必要”
　　　　　　　　“腐りやすく悪臭がする”
　　→ごみを処理する際に“ごみの収集運搬や焼却する際に多くのエネルギーが必要”
　　　　　　　　　　　　“多くのコストがかかる”

　　「生ごみ」を捨てるときは、
　　　　　水分をできるだけ切って、ごみを減量しましょう！

Let’s 3R！Let’s 3R！Let’s 3R！No.4

Recycle

ReuseRe
du
se

３R
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　ノロウイルスは主に冬季に大流行する感染性胃腸炎の原
因となるウイルスです。また食中毒、冬季食中毒の原因に
もなります。
　感染した患者さんの耳かき１杯の便の中に、だいたい１
億個ぐらい非常に大量の排泄のあるウイルスです。感染力
が強く、だいたい1,000個ぐらいのウイルスを口に入れると
感染が成立します。
　ノロウイルスは全体に大きく分けて５つのグループに分
かれています。このうちヒトに感染するウイルスは、ヒト
ノロウイルスと呼んでいてグループ１、グループ２、グル
ープ４のウイルスになります。主にグループ２のウイルス
がノロウイルス感染患者さんの９割から検出されます。過
去に大流行がありましたが、新しい遺伝子型が登場すると
大流行になるようです。
　夏場でも発症はゼロにはならず、夏場の食中毒として報
告されている事例の10％がノロウイルスだったりします。
　生ガキが原因とよく言われていましたが、実はノロウイ
ルスはヒトからヒトへと媒介するウイルスで、二枚貝から
の直接感染事例は非常に少なく全体の感染の５％に満たな
いようです。
　典型的な症状としては、主には気持ちが悪くなる、おな
かが痛くなるのが最初の症状で、それが過ぎると非常に激
しい下痢に襲われます。この下痢は５～10分に１回ぐらい
トイレに行かないといけないぐらいの高頻度の下痢です。
非常に症状が重い場合、脱水症状をきたして点滴が必要に
なることもあります。

　治療は対症療法になりますが、補水には一般に市販され
ているようなイオン飲料のようなものをお湯で半分ぐらい
に薄めて、少量ずつでいいので高頻度に飲むようにして下
さい。下痢止めは不必要です。
　通常の経過は２～３日で寛解します。ただし小児や高齢
者は長引く傾向があります。
　症状がなくなってからも約１週間ぐらいはノロウイルス
の排泄が認められますので、できるだけ排泄物が飛び散ら
ないように注意して下さい。
　予防に関しては、まだワクチンはありませんが数年で出
てくると思われます。
　流行時に気をつけてもらいたいのは、丁寧な手洗いで
す。この手洗いについては、食べ物を食べる前ではなく、
食べ物に触れる前に行ってください。汚れた手で触れたも
のを媒介にして感染が拡がるので、必ず手をきれいにして
から食べ物に触るようにして下さい。
　手洗いの仕方ですが石けんを手につけて洗い、流水で石
けんが落ち切るまで十分に洗うことです。
　吐物や排泄物の処理に関してですが、吐物、排泄物には
大量のウイルスが含まれているので、まず最初は新聞紙等
でおおってから拭き取り、その後に塩素系の漂白剤を
500mlのペットボトルにキャップ２杯分を入れ、口まで水
を入れて、これを使って拭き取るようにして下さい。
　これからシーズンになるので、くれぐれもご注意の程
を。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

ノロウイルス感染症について

宮　重　希　典　先生
みやしげ内科クリニック・院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計

子ども虐待を防止するために（前編）

　乳幼児の虐待を、『めったにない特別な出来事』ととらえていませんか？
　乳幼児の子育てを経験した親の中には、『虐待がおきるかどうかは紙一重でどの家庭にでもおこりう
ることだ』と感じている方も増えてきました。
　子どもへの虐待の理由は様々で、とても複雑です。
　　

【虐待と「しつけ」の違い　～「子どもの視点」で考えます～】
　「しつけ」は、子どもの欲求や理解度に配慮しながら、生活習慣や生きていく
力、思いやり、社会のルールなどを身につけるように働きかけることです。
　子どもを思うようにコントロールできないことへの“怒り”・心の不安定さを
解消するための“はけ口”として、子どもの心身を傷つけたり、存在を否定する
ことは虐待になります。
　また、たとえ親が「しつけ」のつもりで行った行為でも、「子どもの視点」か
らみて有害な行為であれば、それは虐待です。

【虐待の種類　～単独でおこる場合も、重複しておこる場合もあります～】 

虐待かな？と思ったら、下記までお気軽にご連絡下さい。
通告・通報の内容等、固く秘密を守ります！

深浦町地域包括ケアセンター　電話　0173-76-2042
児童相談所全国共通ダイヤル　　　　　　　189　　　　

＊＊＊次号（中編）に続きます＊＊＊
【問い合わせ先】　地域包括ケアセンター　　TEL76-2042

子どもをたたく、なぐる、ける、タバコの火をおしつける、家の
外へ閉め出す、など。

子どもを無視する、兄弟と著しく差別する、「おまえなんか生まれて
こなければよかった」「おまえなんか嫌いだ」などとなじる、など。
子どもの前で配偶者に暴力をふるうこと（DV）も含まれます。

子どもへの性交、性行為の強要、性器や性交をみせる、ポルノグ
ラフィーの被写体に子どもを強要する、など。

食事を与えない、着替えや入浴・洗濯など身の回りの世話をしな
い、学校に登校させない、病気やケガでも病院へ連れて行かない、
車中や家に子どもを置き去りにする、など。

身体的虐待

心理的虐待

性的虐待

養育の
放棄・怠慢
（ネグレクト）

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６

賃貸・売買物件募集！



編・集・後・記

■■■ 広報ふかうら ■■ 広報ふかうら ■■■ 2021

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

深
校
だ
よ
り

《９月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 4,145人
4,617人
8,762人
3,814世帯

（－ 3）
（－ 7）
（－10）
（－ 6）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.89㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小　
野　
ミ　
ワ
（
87
歳
）
３　
　
区

三
ツ
井　
隆　
雄
（
88
歳
）
４　
　
区

星　
野　
夛
佐
一
（
89
歳
）
４　
　
区

福　
沢　
力　
男
（
82
歳
）
相
野
山

一　
戸　
コ　
マ
（
90
歳
）
風
合
瀬

山　
本　
重　
雄
（
86
歳
）
田
野
沢

八
木
橋　
　
茂　
（
79
歳
）
北
金
３
区

木　
村　
鐡　
雄
（
75
歳
）　

関

　
島　
　
ツ　
ル
（
90
歳
）　

関

藤　
田　
榮
五
郎
（
98
歳
）
岩　
　
坂

岩　
谷　
十
三
雄
（
92
歳
）
岩　
　
坂

川　
内　
勇
太
郎
（
86
歳
）
正　
　
久

鈴　
木　
伸　
一
（
61
歳
）
黒　
　
崎

（

）

島　

川　

生
多
里　

大　

生　

６　

区

　
　
　
　
　
　
　
　

美
保
子

り

い

お

８
月
21
日
〜
９
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

あ
ん
な
日
も
こ
ん
な
日
も
あ
り
吾
亦
紅
　
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
エ

ボ
ー
ル
打
つ
楽
し
み
吾
に
赤
と
ん
ぼ
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
志
　
恵

日
の
本
の
魂
こ
も
る
盆
太
鼓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

ひ
ま
わ
り
の
大
き
な
顔
を
見
上
げ
け
り
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

ふ
る
里
の
闇
に
彩
あ
り
星
流
る
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

彩
重
ね
夢
突
き
揚
げ
て
大
花
火
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
ゆ
　
き

残
り
蝉
母
が
形
見
の
帯
仕
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

　
皆
さ
ん
は
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
を

プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
か
？
私
も
プ
レ

イ
し
て
い
て
、
や
っ
と
ハ
イ
パ
ー
ボ

ー
ル
（
ポ
ケ
モ
ン
を
１
番
捕
ま
え
や

す
い
ボ
ー
ル
）
を
使
用
で
き
る
レ
ベ

ル
に
な
り
ま
し
た
。

　
友
人
か
ら
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
は
合

浦
公
園
が
ア
ツ
い
」
と
い
う
情
報
を

聞
き
つ
け
、
県
民
駅
伝
の
取
材
つ
い

で
に
ポ
ケ
モ
ン
を
ゲ
ッ
ト
し
に
行
き

ま
し
た
。

　
朝
９
時
頃
訪
れ
る
と
１
０
０
近
く

の
人
が
ス
マ
ホ
を
片
手
に
ポ
ケ
モ
ン

を
プ
レ
イ
。
中
に
は
テ
ン
ト
を
持
ち

込
む
人
も
い
て
そ
こ
ま
で
や
る
か
と

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
時
間
が
あ
る
と
き
に

プ
レ
イ
し
て
、
地
道
に
ポ
ケ
モ
ン
を

捕
ま
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
遊
歩
道
整
備

　
９
月
16
日
、
７
月
に
袋
詰
め
し
た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
十
二
湖

周
辺
に
敷
き
詰
め
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
予
定
通
り
９
月
中
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
中
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
さ
ら
に
参
加
者
が
拡
大
し
、
岩
崎
小
学
校
の

６
年
生
に
も
敷
き
詰
め
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
青
池
広
場
に
山
積
み
に
さ
れ
た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
袋
は
か
な

り
の
数
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
も
多
く
、
み
ん
な
で
一
生

懸
命
運
ん
だ
結
果
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
早
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
ガ
イ
ド
の
方
々
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
敷
き
詰
め
る
際
に
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
順
調
に
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
で
、
日
本
水
大
賞
「
未
来
開
拓
賞
」
を
受
賞
し
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
受
賞
で
き
た
賞
だ
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
活
動
を
充
実
し

も
っ
と
価
値
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
参
加
、
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
実
施

　
８
月
29
日
か
ら
、
３
日
間
の
日
程
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
も
深
浦
町
内
の
事
業
者
さ
ん
を
中
心
に
、

１
・
２
年
次
生
41
名
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
手

く
作
業
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
積
極
的
に
動
け
な
か
っ
た
り
な

ど
、
職
場
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
場
面
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
の
今
後
を
考

え
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

多
く
の
生
徒
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
仕
事
の
楽

し
さ
や
辛
さ
、
挨
拶
、
笑
顔
の
大
切
さ
な
ど
、
学
校
生
活
だ
け

で
は
学
び
切
れ
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

２
年
次
生
は
、
来
年
の
進
路
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
日
間
、
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
大
変

い
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

１
年
次
保
育
体
験

　
９
月
７
日
、
風
合
瀬
の
「
み
は
る
保
育
園
」
で
、
１
年
次
生

21
名
が
保
育
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

保
育
園
の
子
供
た
ち
に
あ
た
た
か
く
歓
迎
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
園
児
た
ち
が
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
が
大
好
き
だ
と
い
う
話
を
聞

い
て
い
た
の
で
、
事
前
に
ク
ラ
ス
で
練
習
し
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
の

お
面
を
つ
け
て
、
園
児
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
各
組
に
分
か
れ
て
園
児
た
ち
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

外
に
出
て
か
け
っ
こ
を
し
た
り
、
ト
ン
ボ
を
取
っ
た
り
と
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

昼
食
後
は
、
１
年
次
生
が
考
え
た
ゲ
ー
ム
を
子
供
た
ち
に
体

験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
誕
生
日
だ
っ
た
生
徒
を
祝
っ
て
も
ら
っ

た
り
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
お
別
れ
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
園
児
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
メ
ダ
ル
を
、
生
徒
た
ち

に
一
人
ず
つ
首
に
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

普
段
は
学
校
で
一
番
年
下
の
生
徒
た
ち
も
、
小
さ
く
て
か
わ

い
い
園
児
た
ち
に
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
し
て
接
す
る
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
園
児
た
ち
か

ら
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と

元
気
を
も
ら
う
こ
と
が

で
ま
し
た
。

　
「
み
は
る
保
育
園
」

の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
 10
・
 11
月
の
行
事
予
定
】

10
月
22
日
㈯　
　
深
校
祭
（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

　
　
23
日
㈰　
　
深
校
祭
（
一
般
公
開
）

11
月
７
日
㈪　
　
生
徒
会
役
員
選
挙

　
　
８
日
㈫
・
９
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
授
業
公
開
日
（
９
：
00
〜
15
：
00
）

※

本
校
の
授
業
を
町
民
の
方
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
学
校
や
生
徒
の
様
子
を
ご

自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
10
日
㈭
・
11
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
遠
隔
教
育
サ
ミ
ッ
ト
in
あ
お
も
り

　
　
15
日
㈫　
　
環
境
教
育
講
座
（
１
年
次
）

　
　
16
日
㈬　
　
生
徒
総
会

※今回は「たまランチ」をお休みします

　本校は今年度、校舎化10年、深浦高校60年の節目の年を迎えました。それを記念して、記念式典と祝賀
会を行います。深浦高校・深浦校舎同窓生の皆さんにも是非参加していただきたいと考えています。日時と
場所は下記の通りです。

【記念式典】　日時　11月19日（土）午後２時
　　　　　　　　　　（午後１時30分までに生徒玄関受付にお越しください。）
　　　　　　　場所　深浦校舎　第一体育館

【祝賀会】　　日時　11月19日（土）午後５時
　　　　　　　場所　黄金崎不老ふ死温泉
　　　　　　　会費　7,000円
　　　　　　　（会費は当日祝賀会会場受付にて申し受けいたします。）

　参加を希望される方は、10月21日（金）までに担当者にご連絡ください。式典、祝賀会のどちらかの参
加でも構いません。多数の同窓生の皆様のご参加をお待ちしています。

■問合せ先　深浦校舎　新谷・菊池　ＴＥＬ７４－２９２１

深浦校舎10年・深浦高校60年
記念式典・祝賀会を開催します

わ
れ

わ
れ

ぼ
ん
た
い
こ

た
ま
し
い

い
ろ

い
ろ

や
み

さ
と

あ

つ

お
び

み

か
た

せ
み

も
こ
う



■■■ 広報ふかうら ■ 22

（前列左から）

　まつさわ　ゆ 　 まさん（６さい）

　な が や　ゆ　　らさん（５さい）

　よ し た　ち づ るさん（５さい）

　か ま た　み　　ゆさん（５さい）

（後列左から）

　やまもと　み な とくん（６さい）

　の　　ろ　え い たくん（５さい）

　やまざき　は る とくん（５さい）

　た ざ わ　あ つ しくん（６さい）

みよし保育園のなかよしたち

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介していきます。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

10月号
No.139

＊
寄
附
者
の
紹
介
＊（
９
月
19
日
ま
で
入
金
分
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
神
奈
川
県
横
浜
市
　
　
　
角
　
谷
　
勇
二
郎
　
様

〇
東
京
都
あ
き
る
野
市
　
　
黄
金
﨑
　
光
　
男
　
様

〇
愛
知
県
名
古
屋
市
　
　
　
伊
　
藤
　
宣
　
明
　
様

〇
東
京
都
港
区
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
あ
　
様

〇
北
海
道
札
幌
市
　
　
　
　
長
　
沼
　
　
　
裕
　
様

〇
千
葉
県
船
橋
市
　
　
　
　
塩
　
谷
　
貴
　
治
　
様

〇
京
都
府
亀
岡
市
　
　
　
　
加
　
藤
　
啓
一
郎
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★このコーナーでは、１歳を迎えたチビッコ達をご紹介します★

（　　　）
岩谷　果穂ちゃん
　父　悠　司さん　　　　
　母　可奈子さん　柳　田

ほか

（　　　）
平沢　歩希ちゃん
　父　一　臣さん　　　　
　母　花恵子さん　驫　木

ほまれ

こんなに

元気です！

「Happy    　　　　　　
HALLOWEEN」




